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ギリシャ語 747, f. 129r). 
















































































図 4 『手本貼』プリンストン大学図書館, 
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図 7 マンディリオン,ヴァティカン， 
マティルダ礼拝堂 
 
図 8 ミイラ肖像画,パリ，ルーヴル美術館,  
























































































































































































































































図 9 イコン,シナイ山，，聖カテリナ修道院 
 
1063 年に制作されたモスクワのメノロギオン写










図 10 『メノロギオン』,モスクワ， 
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12 世紀初めのヨハネス・クリマコス著『天上階梯
論』写本（ヴァティカン，教皇庁図書館，Cod. Riss. 













































































図 15 マンディリオン，エピスコピ、 
ハギオス・ヤンナキス、 
 














































































本稿は Herbert L. Kessler, “Configuring the 
Inivisible by Copying the Holy Face,” Spiritual 
Seeing: Picturing God’s Invisibility in Medieval 
Art, Philadelphia, 2000,pp. 64-87 ( 初出 Herbert 
L. Kessler, Gerhard Wolf, eds., The Holy Face and 
the Paradox of Representation, (Villa Spelmen 
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